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ソフトバンクグループの孫正義氏がこの10月に講演された動画は、なかなか衝撃的な内容でした。 

冒頭で「皆さん、AGIってご存知ですか？」と聞くと、そこにいたほとんどの方はわからない。そ

れを見て、孫氏は「皆知らない？日本はやばいな。これを知らない人はやばい。」と嘆いておられまし

た。AGIは、Artificial General Intelligenceの略で、「AI（人工知能）がほぼすべての分野で人類の

叡智の総和の10倍くらいに達した、何を聞いてもAGIの方が瞬時に優れた回答をする状況」のこと

を指すそうです。 

孫氏は「10年以内にAGIは実現される」と明言されています。そうなったら、人間って何？仕事

って何？社会はどうなるの？というようにすべて根底から考え直す必要が生じます。人工知能がほぼ

すべての分野において人類の叡智の10倍に達すると、その知能の対比は、「猿：人間＝人間：AGI」

となるそうです。現在ではまだ、AIよりも人間の方が優れている分野もあると主張する専門家もいま

すが、10倍の差がつくと誰もそんなことは言わなくなる。好む好まないにか変わらず、AI革命はや

ってきますと。 

最近chatGPTという対話型アプリが話題になっていますが、ご存じでしょうか？これも「生成AI」

と言われる人工知能が応用されています。現在、企業におけるそのchatGPTの利用率は、アメリカ

が51％に対して、日本はわずか7％しかないそうです。使っていないだけでなく、日本ではchatGPT

を禁止する会社が 72％あるのをゆゆしき問題と述べておられます。かつてインターネットがやって

きた時、古い考えの経営者たちが「あんなもの（仮想現実）が何の役に立つ？」と言って見過ごして

いる間に、日本は見事に凋落しました。それからの「失われた30年」です。 

さらに重要なのは、AGIが実現されたその後の10年では、知能の対比は1万倍になるそうです。

次はASI（Artificial Super Intelligence）という状態に 

なり、そこではなんとその知能の対比は1万倍となり、「 

金魚：人間＝人間：ASI」ということだそうです。人間は 

放っておくと金魚になってしまうわけです。えらい時代が 

やってくるんですね。 

「AGIやASIが実現した時に、その人工知能を最大限に 

活用できるかどうか。強い願望を持ってるかどうかが大切。 

決してそれらは敵ではなく最強のパートナーであり、道具 

として、活用するべきである。活用するか、取り残される 

か。金魚になりたくなかったらなぜ使わないのか、なぜ会社で使うことを禁止するのか。目覚めるの

か目覚めないかは自分自身次第です。」 

ソフトバンクグループは、世界で最も AIを活用する会社にしたいという孫氏の強い願望により進

化をしており、グループ内では「生成AI活用コンテスト」を行い、わずか数カ月で10万件の応募が

あって、優れたものは特許出願し、すでにその数1万件を超えているとのこと。 

かなり強烈なメッセージをいただきました。金魚にならないために、今すぐ、積極的に、取り組ん

でいかなければならないと感じました。 

 

 

金魚になりたくなければ・・・ 
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TKC給与計算ソフトPX2を 

   使うと進む1２の合理化 

皆様の給与計算業務はどこまで進んでおられますか？ 

PX2に切り替えると、一気にこんなに便利になりますよ！ 

切り替えは、年の初めからがやりやすいです！ 

でも途中からでも遡ってデータ入力できます！ 

令和6年分からの切り替えをぜひともご検討ください！ 

 

１．給与銀行振込用ディスクを作成し金融機関へ一括送信 

 

２．毎月の給与支払実績の仕訳を作成して会計ソフトへ連動 

 

３．源泉所得税、特別徴収の住民税の納付は電子納税ソフトに連動してダイレクト納付 

（税理士等の報酬の支払実績管理機能搭載） 

 

４．毎月の給与明細は紙でなくメールで送信（社員はWeb閲覧） 

 

５．年末調整（扶養控除等申告書,保険料控除申告書など）は社員によるWeb入力 

 

６．各市町村への給与支払報告は電子送信にて完了 

 

７．翌年の住民税特別徴収データはメールにて受信して個人ごとに読み込み 

 

８．社会保険料の算定基礎届 月額変更届、賞与支払届を自動作成 

 

９．労働保険料の申告書を作成可能 

 

10．雇用保険の資格取得届出等の作成が可能  

※８－１０の電子申請を行うための電子媒体届出書作成機能搭載 

 

11．有給休暇の管理が容易（付与、残日数の管理、管理簿の作成） 

 

12．人件費にかかわる統計表の作成が容易（勤怠、残業時間、パート・アルバイトの年収確認表） 
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息のしかたでカラダは変わる！はく・すうの法則 

             （著者：有吉与志恵／絵：フクイサチヨ） 
書籍 

呼吸は1日約2万回。知らないうちに、息のしかたに悪いクセがつくと、それが繰り返されて、不調の原因

になることがあるそうです。息をしっかりはくと、おなかの筋肉がきちんと働くようになってカラダに軸がで

き、姿勢も美しくなります。つまり、呼吸を正すというのは、全身のコンディションを整えることに繋がりま

す。本書では、呼吸の大切さがイラストや漫画入りで解説されており、気軽に楽しく読めます。ご自分のカラ

ダを労わる気持ちでおこなってみてください。 

 

「はくすう」の法則とは？ 

おなかの筋肉をつかって、まずは息をはくこと。「はく・すう」の順に呼吸をすること。 

1. 先に息を「はく」、すると空気がカラダに「すう」っと入る 

2. 息を「はく」だけで、カラダは「すう」っと整う 

3. 「はくすう」で自分を変えられる 

 

呼吸のクセをとる！ タイプ別「はくすう」 

タイプ１ 肩をあげちゃう人 

１．左手をのばしたまま持ちあげ、左ひじに右手の甲を当てます 

２．息をはきながら左ひじを軽く後ろに引き、それに抵抗するように右手の甲でおします（反対側も同様に） 

タイプ２ 胸の上が前後に動かない人 

１．頭を背骨の上に置くイメージで姿勢を正します 

２．肩を外側に回しながら両手を後ろへもっていき、おしりの横にあてます 

３．息をはきながら肩甲骨をよせ、ひじを後ろへ動かします 

タイプ３ 胸の下が左右に動かない人  

１．腕を前にのばして胸の高さで手を合わせます 

２．息をはきながら、片方の肩を後ろに引いて胸の下をひねります（反対側も同様に） 

タイプ４ 息をすうとおなかがへこむ人  

１．うつぶせに寝て、おへその下にタオル枕を置いてひじをつきます 

２．カラダを起こして胸をはり、「はっはっはっ〜〜」と連続して3回息をはき、３回目で息をはききります 

タイプ５ 寝ると背中が浮く人 

１．頭から肩にかけてタオル枕を入れ、あお向けになります 

２．ひざを揃えて脚を三角に立て、おなかに手を当てます 

３．息をはきながらおなかをへこませ、肩からカラダをとゆっくり持ちあげて起こします 

４．おなかを手でおさえこみながら、強く息をはききります           （記事担当：山村） 



京セラの稲盛和夫氏の「経営12カ条」 
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第1条  事業の目的、異議を明確にする 

公明正大で大義名分のある高い目的を立てる。 

 

第2条  具体的な目標を立てる 

立てた目標は常に社員と共有する。 

 

第3条  強烈な願望を心に抱く 

潜在意識に透徹するほどの強く維持した願望を持つこと。 

 

第4条  誰にも負けない努力をする 

地味な仕事を一歩一歩堅実に、弛まぬ努力を続ける。 

 

第5条  売上を最大限に伸ばし、経費を最小限に抑える 

入るを量って、出ずるを制する。利益を追うのではない。利益は後からついてくる。 

 

第6条  値決めは経営 

値決めはトップの仕事。お客様も喜び、自分も儲かるポイントは一点である。 

 

第7条  経営は強い意志で決まる 

経営には巌もうがつ強い意志が必要。 

 

第8条  燃える闘魂 

経営にはいかなる格闘技にもまさる激しい 

闘争心が必要。 

 

第9条  勇気をもって事に当たる 

卑怯な振る舞いがあってはならない。 

 

第10条 常に創造的な仕事をする 

今日よりは明日、明日よりは明後日と、 

常に改良改善を絶え間なく続ける。 

創意工夫を重ねる。 

 

第11条 思いやりの心で誠実に 

商いには相手がある。 

相手を含めて、ハッピーであること。 

皆が喜ぶこと。 

 

第12条 常に明るく前向きに、夢と希望を抱いて素直な心で 

 

P4 
経営 


